
抗    議    文 

 

在日アメリカ合衆国大使館  

特命全権大使  

ラーム・エマニュエル  閣下  

 

  この度、貴国が昨年６月と９月に臨界前核実験を実施してい

たとの報道に接しました。  

ロシアによるウクライナへの軍事侵攻や北朝鮮による核実験

再開の兆候など、力による現状変更や平和を破壊する行為に対

し、国際社会は紛争のない平和な世界を願っています。  

今回、臨界前核実験を実施したことは、貴国が核兵器の近代

化を推し進めていることを示すとともに、核軍拡競争を助長し、

国際社会がこれまで築いてきた核軍縮・不拡散体制へさらなる

深刻な打撃を与える危険な行為であります。  

島本町及び島本町民は、平和を愛し核のない世界を作り上げ

るため、貴国が臨界前核実験を実施したことに対し、厳重に抗

議するとともに、今後、再び同様の実験を実施することがない

よう強く求めますので、その旨を本国に伝達されますようお願

いいたします。  
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